
 今だから聞きたい! 
あの戦争は何だったのか？ 
～日本はなぜ戦争を始め、どう突き進んだのか？     
  戦後日本は戦争責任とどう向き合ってきたか？～ 
  ※参加無料 当日参加可 ※組合員外の方も参加できます 
 ■日時 《第1回》 12月15日（火）13:30～15:30             
     《第2回》 1月12日（火）10:00～12:00 
 ■場所 コープさが生協 鍋島センター2階 
 ■主催 コープさが平和のはなネットワーク 
 ■申し込み・問い合わせ先 

コープさが生協 総務部 組織企画グループ ℡0952-31-3977 担当 牧  

平和のはな学習会のおしらせ  

《第１回》 12月15日 （火）13:30～15:30  

鬼嶋 淳氏 佐賀大学文化教育学部准教授 

「戦前史…総力戦の遂行と国民生活」 
 

《第２回》 1月12日（火）10:00～12:00   

吉岡 剛彦氏 佐賀大学文化教育学部准教授 

「戦争責任の70年」 
 

《講師・テーマの紹介》 

お名前  
計（   ）名 

お電話または
組合員番号 

参加希望日○を
ご記入ください 

   両日参加   12月15日のみ     1月12日のみ      

平和のはな学習会  参加申し込み書 
→組織企画グループ行き  Fax0952-31-4291     ※ 記載いただいた個人情報は当目的のみに利用します                

きりとり 

連続2回
シリーズ 

戦後あたらしい憲法の
もとで、日本人は戦争
責任と向き合う機会が
あったにもかかわらず、
米国との安保体制の中
でそれを取り逃がして
きた。その歴史的変遷
を考えます。 

なぜ日本は、日中全面戦
争そしてアジア・太平洋
戦争へと突き進んでいっ
たのか。1920年代から
1945年の敗戦までの日
本社会について、政治政
策面と、民衆の意識や日
常生活に注目してお話さ
れます。 

吉岡剛彦 
（よしおかたけひこ）氏 

専門は法哲学。障がい者
や外国人などの社会的少
数者マイノリティの人権保
障を主に研究。 

鬼嶋淳（きじまあつし）氏 

専門は日本近現代史。
空襲・戦災の記録や、米
軍占領期の基地周辺地
域など戦時・戦後の日本
の政治・社会史を研究。 


